
◎県による市町業務支援

R4予算額：33,000千円

担い手育成
（意欲と能力を育む
林業プログラム推進）

林業事業体支援

H29

支援事業体数：9
19,103千円

クラウド型森林GIS構築

新たな森林管理システム
モデル推進 研修会：1回

登録者：17名
研修会：1回
登録者：14名

H30

支援事業体数：17
18,224千円

研修会：6回
参加者：81人

研修会：7回
参加者：146人

研修会：7回
参加者：220人

H29ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ登録
登録者：3名

支援事業体数：13
23,373千円

事例報告会：1回
市町ﾎｶ参加者：40名

研修会：1回
市町ﾎｶ参加者：43名

R4～R2 R3R1

地域林政ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ登録計：34名
支援窓口を林業関係団体に委任

育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成
研修会開催ほか
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森林経営管理制度取組状況（意向調査・集積計画・森林整備）

意向調査 取組市町数 集積計画 取組市町数 森林整備 取組市町数
意向調査 面積 集積計画 面積 森林整備 面積

地域林政アドバイザーの育成・登録

市町村担当者の研修・担手育成

クラウド型森林GIS構築

地域林政ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

活用市町数

R4運用開始

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ育成研修 マニュアル作成 支援窓口設置

森林の守人強化促進事業 魅力の林業つくり隊育成事業

担い手育成研修・育成プログラムの作成等

7 9 9

市町担当研修

登録者数

34名

市町譲与税活用額

152,313千円

21

253,828千円

支援窓口設置



①長崎県内 市町森林経営管理制度取組状況（R1～R3年度）

②森林経営管理制度市町支援相談窓口設置（R4年度～）



③長崎県クラウド型森林GIS 市町業務サポート機能の例

【森林資源情報検索機能】

調査地の立木本数、密度、樹冠長率等を机上で簡単に判別できるため、現地調査省略、
資料整理等業務時間の大幅な短縮により業務効率化が期待される。

【林道・作業道等計画作成支援機能】

4点/m3の高密度航空レーザー測量で得られた地形データを元に、林道等の縦断、横断図
の作成、路線全体計画、概略設計の机上作成が可能となり、業務の効率化が期待される。


